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令和３年７月２１日 

昨年４月に告示したトラック事業の「標準的な運賃」を浸透させるため、一般社団法人

山口県トラック協会会長、厚生労働省山口労働局長、山口運輸支局長の３者連名により、

山口県商工会議所連合会の会頭をはじめとする県内の経済団体の長に対して「標準的な

運賃」の周知に係る協力要請を行いました。 

   
左から村井労働局長、川上会頭、喜多村ト協会長、髙山支局長       喜多村会長から、川上会頭へ要請書を手交 

 

＜要請の背景＞ 

我が国の物流を担うエッセンシャルワーカーであるトラックドライバーは、長時間

労働や低賃金などの実態により、慢性的な人手不足に陥っています。 

そこで国土交通省では、まずは荷主に対して相対的に弱い立場にあるトラック事業者

の取引環境の改善を図るため、令和２年４月「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な

運賃」を告示しました。 

国の告示する「標準的な運賃」をもとに、適正な水準の運賃をトラック事業者が収受

することで、経営の安定を図りつつ、トラックドライバーの労働環境を改善し、魅力

ある職場づくりを通じて人手不足の解消につなげ、将来に渡って物流を維持、発展させて

いくことが期待されています。 

 

＜要請先の経済団体＞ 

①山口県商工会議所連合会（３者による訪問、会頭へ要請書を手交） （７月７日） 

②山口県中小企業団体中央会（支局長が代表訪問、会長へ要請書を手交）（７月８日） 

③山口県労働基準協会（支局長が代表訪問、専務理事へ要請書を手交）（７月８日） 

④山口県経営者協会（支局長が代表訪問、専務理事へ要請書を手交）（７月１２日） 

⑤山口経済同友会（支局長が代表訪問、事務局長へ要請書を手交） （７月１２日） 

 

＜報道機関による報道＞ 

①ＮＨＫ山口放送局「情報維新！やまぐち」において、①の様子を放映 （７月７日） 

②山口新聞 朝刊 （７月８日） 

③ＫＲＹ山口放送「ＫＲＹニュースライブ」において、②の様子を放映 （７月９日） 

経済団体へ官民が連携して協力を要請 
～トラック事業の取引・労働環境改善に向けて～

資料７ 




